
休館のお知らせ 
  

９月 25 日（月）～10月６日（金）は 

 特別整理期間などのため休館となります。  
※ブックポストは通常通りご利用いただけます。 

  

ご理解・ご協力をよろしくお願いします！ 

●たんぽぽおはなし会 
９月９日（土）午後３時～ <２階・会議室> 

（定 員）先着 20 人程度（当日会議室で受け付け） 

★赤ちゃんおはなし会  

９月 14 日（木）午前 11時～ <２階・会議室> 

（定 員）先着 10 組 

（申込み）９月２日（土）午前９時から 

直接または電話で小俣図書館へ 

※今回は保健師による子育てワンポイントアドバイスもあります。 

※当日、発熱や咳などの症状がないか体調をご確認の上、 

 ご参加ください。 

●ピッポの会・紙芝居 
９月 17 日（日）午前 11時～ <２階・会議室> 

（定 員）先着 20 人程度（当日会議室で受け付け） 

●図書館おはなし会＆工作 
９月 23 日（土）午後３時～ <２階・会議室> 

おはなしの後、紙で「きのこ」を作ります。 

（対 象）３歳～小学生（就学前の子どもは保護者同伴） 

（定 員）先着 20 人程度（当日会議室で受け付け） 
 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

 

●上映会 
９月 16日（土）午後３時～ <２階・視聴覚室> 

「ケアニン こころに咲く花」≪101 分≫ 
出演：戸塚純貴、島かおり ほか ※敬称略 

（定 員）先着 20 人程度（当日視聴覚室で受け付け） 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

小俣図書館 図書館行事 ごあんない 
 

 

   

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 
  

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
開館時間 午前９時～午後７時 
休館日 毎週火曜日、第２金曜日 

     年末年始、特別整理期間 

貸出 １人１０冊２週間以内（うち雑誌は５冊まで）   
１団体５０冊１か月以内（うち雑誌は２５冊まで） 

小俣図書館カレンダー 

１０月 
 

日 月 火 水 木 金 土 

1    2 3 4 5 6 7 

8 9 10 11 12 13 14 

15 16 17 18 19 20 21 

22 23 24 25 26 27 28 

29 30 31     

 

 

最寄りのバス停
「小俣図書館」 

９月 
 

日 月 火 水 木 金 土 

     １ 2 

3 4 5 6 7 8 9 

10 11 12 13 14 15 16 

17 18 19 20 21 22 23 

24 25 26 27 28 29 30 

 

※「★」の行事は、申し込みが必要です。 
※行事詳細は小俣図書館のポスター・チラシをご覧ください。 
※諸般の事情により、行事が延期または中止になる場合がござい
ます。ご了承ください。 

2023年９月１日発行  

 

 

 

 

 

★赤ちゃんといっしょ！ 

ブックスタートおはなし会 
９月 24日（日）午前 11時～  

<２階・会議室> 

ブックスタートパック絵本の中から、 

親子で楽しめる絵本の読み聞かせをします。 

（対 象）妊婦、および２歳以下の子どもとその保護者 

（定 員）先着 10 組程度 

（申込み）９月 10日（日）午前９時から、直接または電話

で小俣図書館へ 

※当日、母子健康手帳を持参したブックスタート未実施の人に

は、カウンターでブックスタートパックをお渡しします。 

（配布対象：市内在住で子どもがいる家庭） 

 

 

 

 

伊勢市立小俣図書館   

図書館だより 

〒519-0505 伊勢市小俣町本町 2 番地  

（電話）0596-29-3900 （FAX）0596-29-3902 

〈HP〉https://iselib.city.ise.mie.jp/ 

〈子育て・Twitter〉@ObataKosodate（全て半角英字） 

〈一般・Twitter〉@ObataToshokan（全て半角英字） 

〈YA・Twitter〉@ObataYA（全て半角英字）  

●小俣図書館 古本のリサイクルフェア  

10月８日(日)第➀部 午前９時 10分～午後１時

第➁部 午後１時 30分～午後４時 

10月９日(月・祝) 

第➂部 午前９時 30分～午後３時 

<２階・ホール> 

保存年限を過ぎた雑誌・廃棄図書をリサイクルします。 

※第➀部は午前９時から小俣図書館玄関前で 250人(先着順)に、

１人につき整理券を１枚配布します。入場は入れ替え制で１人

１回、冊数は 10冊以内です。 

※第②③部は、整理券の事前配布はなく、 

入場・冊数とも制限はありません。 

 

●第 14 回読書感想画展 

～本を読んで絵にしよう～ 

９月９日（土）～９月 24日（日）<２階・ギャラリー> 

夏休みに募集した読書感想画を展示します。 



☆３０日はストーリーテリングです☆ 
（絵本や紙芝居などを使わずに語るおはなし会） 

 

    
「おはなし会」 

《日時》 毎週 土曜日 午後２時30 分～ 

《場所》１階・おはなしコーナー 

 
９月２日／おにいさん、おねえさん による おはなし会 
 
９月９日・１６日・２３日・３０日 

／おはなしプーさん による おはなし会 
 

 

開館時間 午前 9 時～午後 7 時 

休館日 毎週水曜・第 2金曜・ 

年末年始・特別整理期間 

貸出 1人 10冊 2週間以内（うち雑誌は 5冊まで） 

     1団体 50冊 1ヶ月以内（うち雑誌は 25冊まで） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

              

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 
 

＊ 伊勢図書館・休館日カレンダー ＊ 

 

 

 

最寄りのバス停 

「伊勢市立 

図書館前」 
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※諸般の事情により、行事が延期または中止になる 

場合があります。ご了承ください。 

 

  「あかちゃんえほんのじかん」  
 

《日時》９月２８日（木）午前１１時～ 

 

《場所》2階・視聴覚室 

 

《内容》あかちゃんむけの絵本の紹介や 

手あそびなどをします♪ 

 

 

「上映会」 
 

《日時》９月１０日（日） 
午後２時～（開場 午後１時４５分） 

《場所》２階・視聴覚室 

《定員》４０名（当日先着順） 

  
     

 

孤独を抱えながらも、 

美しさに溢れた世界を 

  カンバスに描き続けたゴッホ。 

   その瞳が最期に映したものとは…。 
 

 

９月  

日 月 火 水 木 金 土 
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えほんの 

よみきかせ 

かみしばい 

など 

★ 9月号に掲載されている伊勢図書館の行事は、 

すべて申込不要です♪ 

10 月  

日 月 火 水 木 金 土 
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「あかちゃんえほんの

じかん」は、 

毎月第４木曜日です。 

 

第１４回 読書感想画展 
～本を読んで絵にしよう～ 

 
夏休みに募集した読書感想画を 

下記の期間展示します。 
 
📖10 月14 日(土)～10 月31 日(火)まで 

  伊勢図書館・2 階展示ホール 
※１８日(水)、２５日(水)は休館日となります。 

 

たくさんのご応募 
ありがとうございました！ 

＜上映時間１１２分＞ 

『永遠の門 
ゴッホの見た未来』 

https://iselib.city.ise.mie.jp/


 

 

〔一般書〕月と太陽 

私たちを明るく照らす太陽、そして神秘的な魅力あふれる月。太陽も月もなくてはならない存在でありながら、意外と

知らないことも多いかもしれません。今月は、リアルな宇宙旅行のガイド本や、世界各地で撮影された写真集、そして名

作古典に美しい版画を添えた現代語の名作古典、満月の夜だけ現れる不思議な駅を舞台にした感動の物語など、太陽や月

を身近に感じられる本を紹介します。 

◎分岐駅まほろし（清水晴木／著 実業之日本社） 

◎竹取物語（江國香織／文 立原位貫／画 新潮社） 

◎宇宙の歩き方太陽系 TRAVEL BOOK（鈴木喜生／著 G.B.） 

◎月の名前（高橋順子／文 佐藤秀明／写真 デコ） 

◎陽はまた昇る（佐藤秀明／写真 KSS 出版） 

 

〔児童
じ ど う

書
しょ

〕「だって、だって、だいすきなんだもん！」 

いっしょにわらって、泣
な

いて、たまにはケンカもして…それはきっと、だいすきなひととだからできること。 

おとうさん、おかあさん、おじいちゃん、おばあちゃん、おにいちゃん、おねえちゃん、おとうと、いもうと、 

そして…ともだち！ 

今月
こんげつ

は「だいすきなきもち」があふれる本
ほん

を紹
しょう

介
かい

します。みんなのだいすきなひとはだあれ？？ 

★きみとぼくがつくるもの いっしょにみらいをいきていくためのけいかく 

（オリヴァー・ジェファーズ/さく tupera tupera/やく ほるぷ出版） 

★ねこライオン（梅田真理/作 いもとようこ/絵 世界文化社）  

★ぼくのばしょなのに（刀根里衣/著 NHK 出版） 

★ごきげんぶくろ（赤羽じゅんこ/作 岡本順/絵 あかね書房） 

★空へのぼる（八束澄子/作 講談社） 

 

〔ヤングアダルト〕白の表紙、黒の表紙 
 白も黒も、とてもシンプルな色。そこから想像するのは何でしょう？ 白紙、夜空、雪…。白と黒を合わせれば…おや、

パンダ？ 今月は、表紙の色が白い本、黒い本を集めました。 

【一般書】  

◎読むパンダ（黒柳徹子／選 日本ペンクラブ／編 白水社） 

◎はぐれくん、おおきなマルにであう（シェル・シルヴァスタイン／作 村上春樹／訳 あすなろ書房） 

◎バウムクーヘン（谷川俊太郎／著 ナナロク社） 

【児童書】 

◎境界のポラリス（中島空／著 講談社） 

◎星の王子さま（サン=テグジュペリ／作 内藤濯／訳 岩波書店） 

 

 

 

※伊勢・小俣図書館のどちらかに所蔵がある本です。 

ご利用館にない場合は、予約ができます。 



 

 

「疲れた人に夜食を届ける出前店」 

（中山有香里／著 KADOKAWA） 

町の片隅で熊がはじめた夜食の出前店。明日が来

るのが憂鬱な疲れた人々に温かい夜食を従業員の

サケ、ゴリラ、ネコが届けてくれます！自分にも「こ

んな出前が届くといいな」とうらやましくなるおみ

そ汁や心温まるおにぎりなど 46のレシピとほっこ

りするエピソードが満載の癒しのコミック＆レシ

ピ本です！ 

 

 

 

 

 

 
 

 

                            

                                                                                                                                                                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

                                   

                   

 

 
お疲れ気味のあなたに届けたい😊 

 

 

「図書館にまいこんだこどもの大質問 

司書さんもビックリ！」 

（こどもの大質問編集部／編 青春出版社） 

夏休み、それは図書館が一番子どもの声でにぎわ

う期間です。その夏休みが終わり、「今年もいろんな

質問があったな」とふり返ったりしています。この本

は、図書館にまいこんでくる子どもからの質問を集

めています。図書館スタッフが日々受けている質問

を体験してみてください。 

 

Q.「まっくろいコ」の正体は？ Q．おっぱいは血からつくられるのに、

どうして白いのですか？ 

    

今月は小俣図書館のスタッフ２人が本を紹介します。 

一般書 
一般書 

かわいい質問から、大人も知らない難

しい質問まで！ 

答えは、本を読んでみてください！ 

勢田川 

 

勢田川は、伊勢市の中心を流れる一級河川で、宮川水系五十鈴川の支流である。 

水源は伊勢市南部の鼓ヶ岳で、いくつかの支流を合わせ河口付近で五十鈴川と 

合流し、伊勢湾に入る。勢田川の名前は「瀬の多き川」に由来し、伊勢神宮に 

献上する魚を獲ったことから「御贄
お ん べ

川
がわ

」という異名を持つ。 

勢田川の流域の発展には、古くから伊勢神宮が大きく関わっている。海上交通の発展に伴い、中世の頃から中・下流に

河崎・船江・神社・大湊といった港町が形成された。中でも伊勢湾に面した大湊、神社港は、三河や知多などからやって

くる大量の物資や参宮客を受け入れるのに適しており、ここから荷や客を小型船に積み替えて勢田川を遡り、各地へ届け

ていた。江戸期には、陸路より海路の方が数日早く伊勢神宮に到達できたため、三河吉田港（今の豊橋市）から大湊・神

社へ通う船には年間 4 千人近い参宮客が乗船していたという。そうした海路の需要に伴い、勢田川沿いの町にあった多く

の船宿や廻船諸物問屋は隆盛を極めた。 

明治以降、参宮鉄道の開通やトラック輸送の発達により勢田川水運の利用は減少し、流域の問屋街を衰退させた。しか

し現在も、勢田川沿いに保存された町家や蔵の様子から、当時の名残を感じ取ることができる。 
 

 

●角川日本地名大辞典 24 三重県（「角川日本地名大辞典」編纂委員会/編 角川書店） 

●日本歴史地名大系 24 三重県の地名（平凡社） 

●河崎 歴史と文化（伊勢市教育委員会） 

●伊勢市史 第 3 巻・第 4 巻・第 8 巻 （伊勢市/編 伊勢市） 

 

 


